





































































































































































       結膜虹彩十毛様体,網膜十脈膜1嶺膜大脳肝脾
        正常0.04949α0685gao826名0.0650g0,0琴8亀0.525750.18959
        瀉血O.0ろ570.02220.07510.05280.02560.15730.1587.
      食塩水結IU那膜下注ぺ。分』,唯O.07700,幅1969O.09600.06800.59200.2250α抑9DO.07ろ9
      〃2時間徽O,2∩2〔0.2100O.26400.』8岨O.2ア400,五ア40α狐600.1100
      ベソジルイミダゾリソ塩聯合撲融イ・卜0.e五85a〔18五90.0891O.0708
       塩酸エチルモルヒネ、有限0,12・焔0.0951口.臼9050.06760.0276
      アト・ピソ、点眼財0490.24250、1弘5O,.08三〇
      ピロカルピソ点眼0.21‡6O.291ろ0,17五7O.056g
      カリクレイソ静注D、.15790、“.710」09五4e.1222
       ニコチン敵・・静注O.20220.24080」557臼O.07550,05旦2
      赤外線照射o.07490.10五1o,150.90.1080
     眼球加圧0.4758D.15970.0605
 第簸葡萄,膿血液量
 虹彩十毛様体及び網膜十脈絡膜各1評あたり
    虹彩毛様体網膜脈絡膜
     組織重量α4440gα5560g巳6233g照767歯.
     血液量α02088α0477gα00179.ao808g
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ダ審査結果要旨
 緒言:眼組織血液定量は,SJos七r細dの考案した組織血球計算法が,古くから行なわれている.
 が,繁雑で,眼組織については,あまり適当でなく,僅か2,5の者が,眼組織の小部分につい
 て行っているにすぎない。著者は,放射性同位元素を使用し,これを比較的容易に計測する方法
 を考案した。
 '実験1:主として放射性同位元素は1皿を用い,牛血漿アルブミンに標識し,物理的,化学的
 性質を,透析平衡法,超遠心法,濾紙電気泳動法,ぺ一メー』クロマトグラフィーについて調べ
 この方法が非常に安定であることを確認した。標識の最良の方法は,酸性でリジン,アルギニン
 ヒヒスチジンの蛋白質中の残基を活性化し,標識後,アルカリ性とする同一容器内混和法である。
 実験皿:Im標識アルブミンは静注后約10分で1完全に血液と混合し,・動,静豚内に均等
 に分布し,毛細管内でも同様に均等に分布することが確認された。轡標識アル.ブミγを静注后,
 10分後に空気栓塞で殺し,眼組織は,結膜,虹彩+毛様体,網膜+豚絡膜及び鞏膜に分割,他
 の臓器としては,脳,肝,脾,腎を計測した。正常組織及び瀉血時の値,及びカリクレイシ静注,
 5%,及び0・9%食塩水球結膜下注射,イミダリン球結膜下注射,ヂオニソ点眼,ニコチン酸静
 注,赤外線照射の薬物的及び理学的操作を加えた時その他2,5の血液量を算出した。
 結果:眼の正常値では,網膜+豚賂膜が最高で0、08を6望,結膜は最小でα04949・(いずれ
 も・組織19当り)であった。潟'血時に,網膜+写糊各膜及び脳は,他の組織に.比して血液量減少は
 低い。食塩水5%と0.9%とでは,作用時間は,3%の方が持続的で,0.9%は急速に作用する
 ことが判明した。血管神経拡張剤中,カリクレン,ニコチン酸は凡々同じ割で増加する。イミダ
 リン球結膜下注射では,変化は認められなかった。ヂオニン点眼では外眼部の血液量が著明に増
 加する。赤外線照射は前眼部の血液量増加は著るしいが,後眼部の組織血液量の増加もみられ,
 照射眼の反対側眼も幾分増量を示した。
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